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都市化にともなう社会開発の進展によれ文化財の保護保存については，ますます慎重を期

し，その対策に万全を期さなければならない情勢になってきました。

このたび岡山市矢坂字富山にある富山城跡の第一次調査を実施し，この報告書を作成しまし

た○

岡山の城下町が形成される以前の岡山平野の要所として築かれた富山城跡は，岡山の歴史を

研究するうえに極めて重要な意義をもつものであカます。

富山城跡一帯は岡山の特産物であるみかげ石（万成石）の産出地であカ，明治以来の採石に

よってその－二部はすでに矢をわれている現状であカます。

このためその保護対策として第一次予備調査を実施し，富山城跡の重要性を認識するととも

に，今後の調査のうえに重要な手がかわを得るに至カました。この調査が文化財保護のうえに

多少をカとも役だっならば幸いであカます。

なお，この調査，および報告書作成にあたって多大のど協力をいただきました西尾建材西尾

勝義社長，ならびに岡山大学考古学教室和島誠二教授はじめ関係者のかたがたに対し厚くお礼

申しあげます。

昭和45年5月15日

岡山市教育委員会

社会教育課長　宮　原　秀　臣



例 仁コ

1・この報告軋岡山市教育委員会によカ編成された富山城跡発掘調査団が，昭和42年1‾0

月に約2週間にわたカ実施した岡山市矢坂山富山城跡の発掘調査に関するものである。

2・この報告は，第一次調査であるため，結論的記述はつとめて避け，また，内容に不備を点

のあることはまぬがれないが，これらは後日，第二次以降の調査に待つことにする。

5・この報告の執筆は，第一章を巌津政右衛門，第二，第四，第五の各章を水内昌康，第三章
t

および遺物の整理と実測を社会教育課出宮徳筒が分担した。

4・実測図の浄写，および写真撮影は社会教育課にて実施し，出宮徳筒が行なった。．

5・古図，および本文中の城跡各個所名は今次調査にあたカ付した仮称である。
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第一章　富　山　城　と　そ　の　歴　史

1　概　　　　観

富山城は岡山市の西部にある矢坂山の山上に築いた中世の山城をいう○この城は標高12鼠6

メートルの山頂を基点とし，ほゞ南北の線にのびた尾根の上に帯状に縄張少を行ない，本丸を

はじめ大小10を数える曲輪をつらね，要所々々に櫓や城門を構えて防備を厳重にした典型的

を山城で，南北の長さ約500メートル，東西の幅約50メー巨レ乃至10メートル，東北の竜

王口，西北の矢坂口，南方の大安寺口の三方に道を通じていた0

矢坂山の周辺は古代の条里制の跡をのこす豊壌を平野で，中世までの山陽道（西国往来）は，

北方の槍津の山塊を北へ越えた富原地内を東西に通じてかカ，城からの距鍵約5キロメートル

また備前備中の国境線は西方約4キロメートルの地点を南北に走っている○まことに岡山平野

に勢力を張る城砦として絶好の要衝を占めてかわ，その規模も近在にある中世の城砦中群を抜

くものであった0

2　沿革につい　て

富山城の文献に見るのは江戸時代に入ってからである○その多くは城主とか城名あるいは攻

防の戦わを軍記風に記したもので，とくにこの城を内容に亘って研究した記録は発見されてい

ない。古文献中時代も古く，比較的詳しく書かれたのが宝永占年（170巧　に高木太亮軒の編

述した「和気絹」である0その第三巻三野郡の条に次ぎのように述べている0

－，富山城，昔富山山城大疎作成鵬号す。万成山の上の山地（諾霊宝）松田左近概
数代之を領すb松田記に日，備前一乱以後山名相模守領知として小鴨大和代官たカ○福岡を

横へ居城たわしが，細川勝元計略にて松田左近将監一族若党相供し，福岡に押寄せる○赤松

が郎党ども数年の遺恨を散ぜんと，彼与力して則ノJ、鴨を追落し，本国たるに依て赤松政則知行

行し，軍巧の賞として伊福部を松田に給はる0則富山城を築く0大乱の最中なれば一族共を

催し西備前を数ヶ所横領すといふ。案ずるに松田は金川に十二代主たわといふ。元成は右の

八代目也○松田氏渡亡の時は此城は老臣横井土佐居するをカ○

天正の初よカ浮田左京亮患家居城，入道して安心とhふ○直家の弟也○暫看て息左京亮に城

知共譲力其身は大坂に詰，泥近す，終大坂にて死す○（以下左京亮すなわち後の坂崎出羽守

信顕の悲運を略伝を添えている）

最初の築城者だとする富山大嫁は三野郡の総社の雨宮であったが，富山氏の系朕は矢坂にの

こカ，その本家は総社の旧地を屋敷にして住み，代々同地の八幡宮の宮詞を勤めている○同家

の家譜（火災に握力近年再調）の中に，　　　　　　　　　　　　し

創祖　富山大塚重興，光孝天皇仁和年中，備前三野郡矢坂山を城地として築き富山城と名辛

く○その後凡そ六首年応仁元年言細川勝元，山名宗全と権を京に争ふ（中略），富山備中長
一．－－．一一－．－－、＿

頗文明年中に松田勢の攻撃を受け防禦成らず，覇お四方に火を放ちて自害す○文明五年元隆
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死す○その子左近将監元成居城，文明十年（十五年）津高郡金川へ移る。依て老臣横井土佐

を置く。

このような一節がある0また矢坂の八幡宮の社記には，寛平年中に矢坂山の城主富山大穣重興

が山城国男山八幡宮を勧請，山続きの万成山の頂上に祀カ，この地方の鎮守とした。文明年中

富山城が松田氏に奪われると，富山氏は矢坂に土着したが，江戸時代になって，寛文九年に池

田光政が富山越後拠書隆をこの八幡宮の雨宮に取立て，社殿を再興した。また総社はのちに八

幡宮の境内に移して摂社とした，と述べている。

これらの文献で凡その判断はできるが，松田記なども参考に加えて説明してみると，平安時

代から三野郡に本拠をもった富山氏が，中世に入って武士となカ，いつか矢坂山に城砦を構え

て勢力を張った○たまたま備前金川に居る松田元隆が応仁，文明の乱に際し，細川方の赤松氏

に加超して，備前の福岡城にいる山名の代官小鴨大和を攻めて軍功を樹てた。その賞として三

野郡伊福郷を所領することに夜カ，此地の旧勢力富山氏を追うて居城を奪い，城郭を修築して

金川城から引き移った。元隆が死ぬるとその子兎戒が跡を継hで城主となったが，彼は赤松の

傘下に満足せず，機を見て備前一円を領有したい野望があったので，文明15年になると地理

的に有利を金川の城に帰カ，富山城には弟の惣右衛門元親を入れて守らせた。

元親は文明17年2月の福岡合戦に出陣して戦死し，あとはその子の親家が惣右衛門を襲名

して富山城主となる○明応占年浦上宗助が西備前に進攻，牧石に陣取って富山城を攻めたとき

親家は老臣横井土佐などと籠城して勇敢に防戦した。その後横井土佐がこの城を守備し，また

金川十一代の城主松田元盛の二男，左衛門尉盛明も在城して，金川の本城と連絡しながら備前

西境の防備に当った。ただし永禄12年7月，字喜多直家に攻められて金川が落城したとき，

盛明は金川城に居たが富山城へは帰ることができず，間道から備中へ脱出している。

松田氏の渡亡とともに富山城は字喜多氏に移カ，直家は異母弟の浮田患家を城主として守ら

せた○　この城は岡山城の西方1里余の丘陵上にあカ，直家は初め富山城に拠って城下町をつく

る計画を抱いていたと云われるほどこの城の重要性を認めていたので，従来の城をさらに修補

拡張して，強固な城郭に仕上げた○患家の隠居後，その子左京亮が城主になると，南の平地に

できた自然環濠を利用して根小屋を設け，平素の居館とした。この環濠を大河と呼び，その内

が野殿村とたる○

慶長5年字喜多氏が没落したあと，岡山城には小早川秀秋が筑前名島から移って城主となお

富山城も彼の領有に帰した○　しかし徳川家康が－匡巨頭針の制を布く予備工作として，各大名に

領国内の不用の城を破棄させたので，富山城も慶長占・7年のあいだに廃城となカ，櫓や城門の

一部は岡山城に引き取った○戦災で焼失した石山門は富山城の大手門だったという説がある。

3　城郭　につい　て

富山城の縄張カや曲輪の規模については，具体的に記した文献に之しらその概要を知力得

るのは大正年間に刊行の「吉備群奮集成」第…巻に収めた備前古城絵図の中の「富山城古屈」

（図版9）であろう。この絵図も編者が付言しているように，作者も作成年代も不明でタ江戸
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中末期に備前藩の軍学者の手に成ったものではないかと推測される程度であるが，城址を実測

した見取図として信憑庭の高い史料である。

この絵図によると，矢坂山の頂点の北（約占0メートル）に中心を置き，こゝに南北15間，

東西（中央にて）15問の曲論をつくって本丸とし，その南北14問，東西8問の曲輪，さら

に北に続いて南北17間東西7問の曲輪を設けて北の丸と呼ぶ。次ぎに本丸の南には一段低く

南北28間東西Z5問の曲輪をつくカ，その南には一段高く南北15間東西17問の曲輪があ

わ，これを二の丸仮称）と呼んでかく。これら南北の線にのびた「連の曲輪の両側面には，

細長高段形が断続し　か信その東側に見える二三の段軋初めて帯状に違って屠場を構成し

していたものと考えられる。

また二の丸から南方に離れた尾根の上にも南北15問東西9間の曲輪があれ　出丸と称する○

この南の丸と2の丸との問は狭く掘切って遮断し，平素との掘切には木橋を架けて連絡してい

た。

このほか西側の山腹には，櫓台と註記した孤立の小塁跡が四カ所あカ，このうち南寄カの三

ヶ所は本丸の西側から出た通路によって連絡，北端の一つは北の丸に道が通じている○

以上の古絵図に見える大小の曲輪は，その周辺に土居を築きまわして防禦にあてゝいたよう

で，土塀らしいものが見えない。また本丸とその南の曲輪の披合点には石垣を積んでいる○け

起し，この城は山の側面を峻急に削力落したゞけでなく，地形に応じて石垣を積んでいたよう

で，その残欠が今も諸所に遺存している。

山城に大切な水の芋について鵜苫図にしるしていないが，南の丸を西に下った谷間に鯉ケ

、池と称する溜池があカ，この池が富山城の永め手であったと伝えられる○レ1ま1カ所，本丸の

西側を約棋メートル下った地点に，岩石の下から湧出する泉があったOとの泉がまた富山城

の「かくし水の手」と伝われる○

つぎに城外との通路である。この古絵図には本丸の南にある曲輪の東側から，東の谷間にく

だる道と，出丸の北端から谷間にくだカ東南へ通じた道の二線が書き入れてある0

しかし実際には北の竜王ロと，北西の矢坂口および南の大安寺ロの三方から通路があった0

．・このうち竜王口，矢坂口の二線は近

－4－

年になって石材や土砂の採取が激し

く，地形を「変したゝめ途中で消え

てしまい，大安寺口から＿登る山道だ

けが昔のまゝ残っている○

また古絵図で見ると本丸の南の曲

輪から東へ下った道が大手に当るよ

うであるが，市役所備え付けの現行

地篇図「大安寺」の地割カを見ると，

南麓大安寺部落にある大然寺の背後



に当る地点に「大手」の地名をのこしているので，この「大手」が富山城に関係あわとすれば

出丸から東西に下った道がさらに南に向い，大安寺の家並にくだってゆく○即ち大安寺口の道

が大手を示唆するものゝようである○　この城の末期に設けられた野殿の根小屋との連絡も，大

安口道によっている○

終カに，昭和11年3月岡山市役所の発行した岡山市史第二巻に掲載してある永山卯三郎実

測の富山城址見取図について一言加えたい。

矢坂山は明治以降万成石の採掘が盛んに行なわれ，近年に入って一層激しく，石材だけでな

く土砂まで採取きれるので，城址の周辺もまた著しく削力取られて山容，地形を「変するに至

った○　しかし昭和10年前後の実測と考えられる永山氏の見取図を見ると言諸所に削られて絶

壁となったカ所は見えるが，それでもなか，本丸を中心にして南北に長く展開した城址ははゞ

旧態を存してかれ　これを吉備群書集成所載の古絵図と対比するとき，概して各曲輪の位置や

大きさが合致するばかカでなく，各曲輪の平面の記録に正確を期したこと，断面図によカ地形

の高低を示したこと，南の丸に長方形をなす櫓跡を書き入れてあることなど，富山城跡の研究

に欠くことのできぬ史料ときれるものである○

’‾‾＼
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第二章　調　査　の　経　過

富山城は岡山市の西部大安寺矢坂山の山頂（標高12貸占メートル）にある。矢坂山山塊は，

（東西約3キロ，南北1．5キロ）の独立した山塊であって，江戸時代の旧山陽道が，はゞ中央部

の万成，三門の鞍部を通って岡山市に入ってお力，西からの城下町への入口として要衝の地で

あった○山頂の城跡から北西を望めば，備前，備中の国境御津郡⊥一宮町一帯を「望の内に収め

ることができ，また，北西の麓を津高町から南下した笹ケ瀬川が野殿部落の酉を迂回して流れ

ている0南東の麓に勘市衝地が接し高柳附近には条里制の遺構を僻撤することができる○ま

た市街地の南方に児島湾を隔てゝ児島半島を望見することもできる。（挿図，地図）

城跡は富山城古図にみるように，本丸を中心に，南北にわたって一連の曲輪が設けられ，周

囲には櫓台をはじめ，贋曲輪，帯曲輪，出曲輪，掘力切力等縄張カの完備した中世城郭であっ

た○　しかるに，戦前から矢城山山塊は良質の花崗岩（通称，万成石）の採石場として有名であ

少，昭和の初期頃にはすでに城跡の西側（矢坂部落に画した方角）はかなカ採石のために削カ

とられて，櫓台をはじめ大手西帯曲飴の一部は壊渡していた。戦後，万成石の需要激増と，他

方づは住宅，工場用地造成のため大量の採士が行なわれているために，城跡附近の山容は現在

ではいたましいまでに変貌している0山頂の城跡もこのまゝ放置してあいては，早晩削カとら

れ，あたら中世城跡遺構も完全に壊渡することが予測濱れるにいたった。（図版，9）

この間，各方面から城跡保護について要望の声がかこっていたが，岡山市教育委員会として

も保存対策を講ずるために城跡の所有者である西尾石材店主西尾勝義氏の理解ある協力を得て

「応城跡の遺構の予備的調査を実施し，その結果資料に基づいて今後の保存計画をたてること

にならた○　しかし，このたびの調査は日数の制限，その他の事情によって実測および一部発掘

調査にとゞまったが，hずれ第二次調査によって遺跡の究明を続行する予定である○

昭和42年9月22日，岡山市教育委員会によって富山城跡発掘調査団が編成され調査事前

打合せを行った。
プ

富山城跡発掘調査団の編成は次の通わである。

調査団

団　長　岡山市文化財専門委員　水内昌康　　　　　　　　　／

調査委員　　岡山県市文化財専門委員　巌津政右衛門（文献資料捜当）

顧　　問　　岡山大学数綻　和島誠一

調者担当者、岡山大学法文学部助手　春成秀爾

調査麺当者・その他　木村とし子

石丸　　洋

岡山市教育委員会社会教育課

また，調査期間中の協力者として，岡山大学助教授，近藤義郎，岡山県教育委員会社会教育
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課高橋護，同義原克人，同河本清，玉島高校教諭　小野一臣，香和中学校教諭内田一正，難波

俊成，西尾石材社長西尾勝義，岡山大学学生（大木直太郎，亀山筒二，小倉裕三，山本針，

山本博利，中村義市，松永初）および玉島高校，香和中学校の学生生徒諸君の参加をりただい

たことをか礼申してかきます。

なお社会教育課から文化係長浅原健，宮徳筒が参加した。

調査方針は，大体次のように決めた。城跡の完全実測を糸2週間の予定で完了し，その間，

本丸を中心として発掘し，実測麹当は出宮，石丸があたカ，発掘は水内，春戊が趣当すること

にした0

10月11日，午前9時集合，初日の午前中は現場全域にわたって地形状況を全員で調査検

討した。北の丸はほとんど削カとられて僅か北端の一部が残存しているにすぎず旧曲輪の形を

推定することも不可能を状態になっていた。（挿図，10）　かつて，この北の丸からは焼麦

が出土してお力，また古瓦の破片が採石の過程でかな力出土していたことを現場の採石人夫か

ら聞きとカをすることができた○

本丸と本丸北曲輪の堺に東西に走る石列（後に石垣であることを確認）を認めることができ

た（図版，1）。なか，この石列の上方にも，ほゞ東西に走る石列があカさらにこの石列よカ

3メートル程南に，本丸遺構の礎石4個を確認することができた（図版9）○

本丸の西側には上下二段にわたって石垣があカ 鶴号） ，南には大手曲輪との堺の所に門

跡らUハ石垣が左右にあみ　その中央部に階段状の石列が残存していた（図版5）○

大手曲論の東側，および西側は採石のため削カとられ，東西の幅は貴狭郎7メートル程度に

なっていた○

三の丸には巨岩塊が幾つもあカ，東，西南の各線には幾つもの石列があカ，斜面にも認めら

れた。二の丸から南に降カた所に掘力切カがあカ（図版4），その中央部は通路と一なって土手

状に高くをカ，東と西に向って掘力下げられているが，大分埋っているようであった。

南の丸の東と南の縁には土塁がh字状に残ってお力，城跡唯一の土塁遺構である（図版5）。

また，南の斜面には石列が四ヶ所認められ，西の斜面に残る石垣は，かなカ大きを自然石が使

用されていた（挿図5）。

以上，古図を中心に曲輪遺構を点検したのであるが，予想以上に多くの石垣，石列，土塁，

石段あ残存遺構を確認するととができた。恵か，表面採集では，本丸の西端凍石のはとカで丸

瓦片を（図版7，挿図5），二の丸では，備前焼の破片を採集した　師図の。さらに，二の

丸，本丸付近では弥生式土器細片が点々と散布しているのが認められた。

午后からは，本丸北曲輪を中心に実測を開始し，発掘は本丸と本丸北曲輪との堺にある本丸

北下石　図版バにそって北側に幅1メートノレのトレンチを掘ることにきめ，萄韓から発掘を

開始した。

10月12日～15日，両日で石垣の中間付近まで（西端よカ12メートル）発掘が進み，

石垣の基底部を確認するととができた○高さは1メ一一トノレ～t2メートノレ程度で割石を整然と
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積み重ねてお力，西端付近では瓦の細片を検出した。

18月14日，東半分の残存部の石垣露出作業を続行し東端に遷した。作業途中，古図に示

濱九ている本丸と本丸北曲輪との通路の発見に留意して’，石垣の畠求を行なったが，それらし

き状態の個所は判らなかった。むしろ，石垣は一直線をなして本丸と本丸北曲輪を画している

状態を示していた○石垣の東端付近では，基底部の石垣はそのまゝの状態であったが，石垣の

上部の石は崩れ，散乱した状態で出土した。

10月20日～22．日まで，本丸北下石垣東端と本丸東側面の石垣との関連を明確にさすた

めに，本丸北下石垣東端付近の発掘区域を拡大していった○その結果，本丸北下石垣の東端は

本丸東側面の石垣と連なって車る状況を確認することができた0

さらに，この間，本丸北下石直の上方にある石列の追求を行なったが，この石列は側面を掘

力下げていったが石垣をなしておらないことが確認された。この石列の西端付近の地表下0・4

メートルあたカで鉄釘（図版8日および数個の瓦片を検出した。

大体，今次の発掘は，本丸北下石垣とその上方にある石列の追求にとゞまったが，その結果

‾確認し得たことを要約すると，本丸北下石垣は，はじめ埋もれているため，石列に見えたが発

掘の結果，石垣（高さ1メートル～1．2メートル）をなしてかれその東端，西端はそれぞれ

本丸の東側石垣，西側石垣に連なっていることが確認された○従って本丸は南は妹門・の石垣が

あお東側　西側ともこの城門の石垣に連なった石垣がめぐらされ，濱らに北側は，本丸北曲

輪との堺に石垣を設け，四方を石垣で囲まれてhたことが確認された。次に出土瓦が予想以上

に少なかったことである0これについては第三章にかいて述べるが，出土瓦の何れも二次的を

火を受けてはいなかった。

一方，測量の進行択況は次のようであった0

10月11日　　本丸北曲輪よカ開始

10月12日　　本丸北曲輪完了，本丸測量開始

10月15日　　本丸西側測量

10月14日　　本丸西崖斜面，および大手曲輪測量

10月15Eヨ　　大手曲飴東側を中心に測量

10月1占日　　大手出曲輪測量

10月17日　　大手曲輪と二の丸の堺にある巨石周辺の測量

10月18日　　大手曲輪，二の丸測量

10月20日　手の丸東斜面測量

10月21日　　二の丸東南端付近および南西部付近の測量

10月22日　　二の丸測量完了，掘力切カおよび南の丸測量開始

10月25日　　掘力切力および南の丸測量続行

18月24日　　南の丸，南西の石段および掘力切力西側石垣測量
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本丸北下石垣の一部実測

10月25日　　南の丸測量完了

本丸北下石垣実測

以上10月11且よカ，10月25日までの第一次調査において，初期の予定通力本丸北

下石垣の発掘と，城跡全曲輪の測量とを完了することができたが，調査途中におバハて追求を行

患った本丸北下石垣の上方にある石列については，次期調査にこれが検討をゆだねることにし

ている○
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第三章　縄　張　少　及　び　遺　構

1　縄張りにつし、て

現在，この富山城跡のある矢坂山一帯では各所で採石，及び採士がおこなわれており，すで

に城郭の一部もその被害を蒙っている○このため今回の調査で軋城跡の現状把達を主目的の

一つとし，残存する富山城跡全域の測量に主力を注ぎ，現状の城跡測量図を完成し，この城の

遺構を各所で確認したと同時に，あらためでかなカの部分が破壊されているとも知らされた○

この破壊個所については後述するとして，今回の調査で完成した測量図と，この城の構造につ

いての唯一の文献資料である吉備群書集成第一巻収集の富山城古図（図版9）①とを対比亨せ

てみると言縄張カにっいてかなカのことが知れる。その曲線的表現法にょる差異や，細部の異

なカこそあれ輪郭や各部が基本的に一致し，この古図に表わされている縄張は信憑性が高も

基本的には当時の縄張カを伝えてhると認めることができる。従って破壊によってその縄張の

一部を欠く現在の測量図よカ，この音図によって各名称（仮称）をつけ，縄張カについてみて

わく方がよカ妥当性があると思われっ緯張力全ての名称仮称）はこの古図に基いで呼ぶこと

にしたい。（図版9）。

この富山城は，矢坂山頂上を中心にほぼ同一の高書で北に伸び垣根と，南西にやや下った鞍

部状の尾根に城の中心郭を設け，自然地形に拠った典型的な天然の要害を利用した山城である〇

城の縄張恒ま，尾根上の本丸を中心とし北に本丸北曲輪，北の丸，南に大手曲輪，二の丸（

三角点のある山頂），ヤゝ下って南の丸と中心郭を単列に配し，その両脇山腹に原曲轟，帯曲

輪，出曲鶴，櫓などを設けて望めたもので，中世に各所で見られる単列式（仮称）山城よカ発
．く

展したものとみることができる○今回の測量図では城の方向性は確認できなかったが，古図に

ょれば明らかに大手筋は東となカ，地形からみてもこの城の備えは西に対するもので，西に櫓

が集中して設けられている。

この城の縄張カでまず注意書れるのは，大手筋の備えである○つまカ，大手曲輪の東下に大

手の備えとしては出曲輪を設け，これによって城外へ抜ける道は直角に曲げられ，しかも本丸

束帯曲輪と半桝形の馬山の変形と考えられる備え（馬出と仮称）との間を通って城外へ到る○

この様な通路に対する備えは，近世的な城郭にみられる大手の備えと基本的に一致する要素を

持ってお力（説明が後になったが，これが東を大手とした最大の理由である上大手曲輪（中

心郭）へ到る道と，出曲輪‥馬出等にょる堅めの関係を持っ縄張カが施こきれている城は，他

の岡山市，及び周辺の数多くの城跡（岡山城を除く）では全く現在認めることができず，叉古

図でも兄い出すことのできないものである。ことに富山城の持つ縄張上の特質の一つを兄い出

す．ことができ，この城を評価する一つの資料と見ることができる○

次で，縄張で注目されるのは，中心郭と明らかにこれらの一つ一つに附随した小曲輪を設け

た備えである（本丸にはない）。つまカ，二の丸東の贋曲鶉（古図では一つであるが，今回の
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調査によ少上，下二段に分かれる可能性が大となった），大手曲輪東の出曲輪‥馬出，西の帯

曲輪，大手曲輪よカ延びた本丸東の帯曲輪，西に点在する櫓と，中心郭でも主体となる本丸，

大手曲輪，二の丸に対して備えがなきれ，攻撃を受けた場合，これらに直接攻撃の及ばないよ

うに配されてhる0山城という前提に立って，この様な中心各郭とその従的防備配置を施こし

ている面について見ると，周辺の城跡にはそれを兄い出すことができず　他の山城では階段的

順序的に各々の段が等質に立体化されているにすぎないものが多く，尾根にそって大小こそあ

れ段々に各郭が築かれている一代表例一龍之口癖，中世の居館の曲輪や，近世的城郭の出曲

輪や，竿の輪亨拭城享魅の防備性に基本的に通じるものがあるように考えられ，他の山城との
対比に於て富山城の一つの特質とみることができよう。音らに古図が正しく表現しているとい

う前提に立っが，西側面にみられる櫓台だけの個別設置は，たとえそれらが中世的掘立櫓であ

ったにせよ，他の周辺の城跡では全くみるととのできないものである○中心郭，出丸，曲輪内

に櫓のあったことは，偽の城でも想像にかたくないが，このように山腹城郭外に一つづつ櫓を

配すことは他に例を見ることができず，叉，他の周辺の同時期の山城で明確に櫓台として縄張

わがをされている所もなく，，むしろ近世城郭の縄張の出櫓や隅櫓にその基本的共通要素を兄い

出す方が，よカ妥当性があるのではないかと考えられ櫓台の設置も，他の山城との対比にお小

て，この富山城の沌張力の特質とみることができるのではなかろうか○

以上この城の平面的作事，縄張についての特質を記したが，う投的なものとしては，南の丸

を語の丸的存在とみるととができる（周辺の土豪層の山城はこの語の丸はあま守をい。も水の

芋は，この城中に湧水，井戸がなく，南の丸南西比高約5。メートル下にある大成池が唯一の

水の手であるが，・本丸西山腹に湧水があるともいわれ，水の手として利用きれた可能性もある。

根小屋の位置について，古図には南の山下の野殿村にあったとしてあるが，二の丸南東下の

谷から採土中に古銭（宋銭）や磁器片が出土してお力，野殿に移る以前ここに根小屋があった

と推定され，大手の方向とも「致し，浮田氏の初期にこの近くに根小屋が設けられてわたので

はなかろうか。

以上おおまかにこの城の縄張虻について見たが，本来，郷張力の語の内に各丸や曲輪の鶴郭
1

のとカ方，石垣の発き方をも含めるのが本筋であるが，ここでは各丸の輪郭設定や，石垣の走

力方については次の遺構の所で触れることに，平面的配置にとどめ，これらの持つ近世城郭的

要素と中世的要素，他の城′との対比による評価は，今後の発掘調査結果の資料を得たねばなら

ないo

なお，今回あ湘量図と古図を対比した結果これまでに破壊された個所が確認された。北の丸，

本丸束帯曲輪，馬臥三つの櫓台が完全に破壊されてお力，本丸北曲輪，二の丸東贋曲輪が半

乳さらに本丸の東の末端腺全部と西の一部，大手曲輸大手国帯曲鈴の一部も破壊を受け，

全く人為的破壊を受けていないのは，二の丸と南の丸だけであれ東，北，西と三方から現代

人に攻められている。
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2　迫横，及び上部構築物について

現在この城跡で平面的作事・縄張以外で明確に遺構と確認されるものは石垣である○石垣は，

その機能として対人的防禦性と，その堅固書による対自然的保全性があれ’前者は人間行動を

妨げるため高さ（喝）と長書を絶対必要とし，同時に結果として後者をも包括するが，後者は

必ずしも高さ（面）や長さを必要とせず，列石状の低い石垣でその機能をはたす。現在一部発

掘によって確認きれた石垣をも含めてこの城跡の石垣についてみると，前者の条件を完全に挿

す所はないが，本丸下石垣や，同南石垣などはこれに近いものである。本丸北下石垣は発鯨の

結果現状（図版1）で高さ1～1．5メートル程であ少，上部の破損部を復原しても2メートル

を越るとは考えられず，完全に石垣としての対人的機能を満たすことはできないが，この上に

土塀，柵等の構築物を設ければ，ほゞ機能を満すと考えられる。本丸酉側面にある石垣（図版

3）もほほこれに類するものである

が，他の場所にある石垣は列石状の

もので，なかにはかなカの斜面に築

かれたものもあり，しかも数メート

ルぐらいづつ点在し，まま・に後者的

機能によるものと考えられ，現状で

は士官用の石垣とU、認めがたいが，

本丸北下石垣も発掘前は列石状に一

部が点在していたにすぎず，発掘す

ればこれに近い石垣になる可能性も

一部のものについてはある。しかし

平坦部末端線にある列石状石垣は，

当然その上部に土塀等の設置を考え

るべきで，前者的機能をも有するも

ので，これは本丸，二の丸の東，西，

南の一部及び二の丸東腰曲輪の中央

にみられる。全体的に富山城跡の石

垣は，岡山城，松山城（高梁市）

¢戒の本質は異なる）などの近世城

郭の石垣の壮麗書や堅固書には及び

もしをいものであるが，要所は石垣

で堅め，本丸の北石垣，南石垣の固

挿図1．本丸酉上石垣

潤．図2　こ初丸酉列右状石垣

めは，周辺の山城ではみることができず，同時期，あるいはやゝ逆上る山城で，石垣を築いて
ヽ

いるものは，主として守護代クラスのものに多い。又，本丸北下石垣の面は一直線であるが，

西に残っている石垣には規模こそノJ、さいが屏風折，升形，斜（ひずみ）等の石垣石の工夫が施
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挿図5．南の丸酉石垣

こされてお力，大型化した近世城郭

のそれらに通じる所がある○凌：お㍉

本丸北下石垣の上斜面に，菌に向っ

てほほ同一高で斜めに延びる列石状

の石垣が発掘で確認されたが，一部

は明らかに石を取力除き，その跡へ

土をつめた所が認められ，松田時代

の遺構ではないかと考えられるが，

今後の本格的調査を得たねばならな

いo叉，本丸と大手曲論との間の石

垣は′現状ではかなり破損している

が，大手に対して中央に通路が5．占メートルの巾で開けちれておれ比較的大きな割石を用い

て，中央の開けている間には石段と考えられる遺構が点々と平坦部まで上ってお力，明らかに

城門跡で，石垣の間を通っていることから櫓門であった可能性もある○

全体的にネ功一は，石垣がしっかわと築かれているが，他の所では明確に石垣と認められる所

は少なく，二の丸東腰曲輪の中央部の列石状石垣や，南の丸西側の石垣ぐらいをもので，石垣

によって望めた所は少ない。南の丸の西側の石垣は，現状で－，二段積みであるが比較的大き

な長方形の割石で築いたもので，全長11．5メートル，高音1・－1・5メートルであり，，石垣と

いうよカ石墨の側面に近い築き方である。南の丸の南側面には点々と士留状に石列状の石垣が
．　°

築かれ，叉，東北の隅は，1立方メートル弱の石と，くカ石と思われる小言草石で縦に段々状

に石を積んで掘力切カの斜面を固めており，たの石積の上部の南に3メートルの間隔をおいて
°　°

下にくわ石を入れた石積があり，この石積は土塁の北端に位置し，古図の通路と一致する所か

ら門の遺構と考えられる。

二の丸と南の丸（比高差12．5メートル）間には，南の丸よカに現状で巾5．°一一11．5メー

トル，長音約50メートル，深さ（南の丸よの　2．7メートルの掘力切カが施こきれている。

側面はかをカ流れて鈍くなっているが，南の丸側面の一部にはかな力急を所もあカ，かつては

鈍く掘力切られてhたらしい。なお1，古図によればこの掘力切カに木橋が架けてあったとのこ

とであるが，その位置は，測量図の現在の道と，その東12メートノレの所にある道跡（これは

前記の南の丸北東隅の門跡へ通じる）と二ヶ所考えられるが，確証は今後の調査を待たなけれ

ばならをい。

南の丸の東，南の側には，現状で最大巾5．7メートル，最小巾1．8メー・トル，最大高0．7メ

ートル，全長約37メートルの土塁が1塾にめぐって残存している○この土塁の北端は，前記

の東北隅の門跡に接し，東側の南北に走る部分が此東的よく残っているが，南側の西に曲卵β

分からかをカ規模が小さくなり，西端は自然に消滅し，明確な遺構には接していをい。全体的

に南の東西に走る部分は，東側に比較して劣っており，これが自然流失による破損差によるも
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のか，当時の兵き方による差かは不！

明であるが，後者に基く方が可能性

としては大であろう○なお，この土

塁の西の消戟する附近，及び東南角

の南側の土塁下斜面には，列石状石

垣が土留．状に築かれており，前者の

下2．5一｝5．5メートルの所にはかな

カ集中し，上下二段に築かれていて

その西端はいずれも内側に曲カ，こ

の延長上と土塁西末端が一致してh

ることは単なる偶然であろうか。レー 挿図4．南の丸酉石段

ずれにせよこの土塁は岡山市周辺の山城では唯一のものである。

なお，南の丸の西に矢坂の部落に向って下ってhる尾根上に石段が築かれており，この尾根

の上部端は土塁の酉末端と一致していることから，石段との関連性が問題となるが，石段自体

がかな力古いことや，石段上部に遺構が確認できないこと，矢坂の部落に過ていることなどか

ら，富山時代の遺構ではないかと考えられる○全体的にみて，南の丸には多分に中世的遺構が

よく残り・あるいは松田，富山時代の遺構が，浮田氏に部分的には改修されたであろうが利用

きれたのではなかろうか。

大手曲諭の南臥二の丸よりに，現状で最大探80センチ程のやや変塑ひょうたん型の窪地

があり，人工的な池と考えられ貯水池かも知れをhが，それにしては小きく，池のすぐ南にあ

る二の丸北部の巨石との関連で庭園的な遣わを意図したものかも知れない。

以上の遺構の上や，これらにともなってどの様を上部構築物があったのであろうか。天守閣

の相は，今日，散田信長の安土城よりなるというのが定説匂，天正咋（1575）頃か
ら築造まれたもので，時間的にはこの城（浮田氏）と差が覆いが，安土城とこの城では本質に

於で異なり，対比しうるものでもないし，天守閣的な建造物を支えたと考えられる礎石は現状

ではなく，又，出城ということや，岡山城の天守閣の築造が慶長初年ということを併せて考え

ると，まず富山城には天守閣がなかったと見るのが妥当であろう。しかし，現在の遺構を残し

た浮田時代にはこの城も，城として半永久的建築がなされたことは，現在残っている礎石，城

門遺構，造物によって充分に知ることができる。本丸北に平坦部末端に沿って上面の平を割力

石が四個あわ，明らかに礎石と認めうるもので，その一つの傍よカ稚児棟鳥余の一部と考えら

れる丸瓦の一部と考えられる丸瓦の破片師図5・9）が採革され，叉，北下石垣附近から丸瓦

軒平瓦，平瓦が転落散乱状態で出土し，本丸の北の備えとしての礎石を中心にして本瓦茸仇

母屋造りのものもあった可能性がある）の建兵物，おそらく近世的な櫓に近いものが築かれて

いたと考えられる○本丸中央部には自然石が露出し，礎石は目下認められず，又，瓦も表面採

集できないが，南の門，石段からみて居館があったことは明らかであり，その構兵物の確認は
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今後の調査に待たれる○門跡の本丸側は，かなカ流失し，石段も塩もれているが，礎石になり

うる石も点在し，櫓門，廊下門に近いものがあった可能性もある○又，本丸の肩部の低い石垣

挿図1）や二の丸の東，南，西の肩部にある列石状石垣挿図5）は，平坦部の肩を固めて

いることからみてこれを基礎とした何れ土塀，櫓などの塗寵の物があったことを示すのでは

恵かろうか。二の丸西よ如こは礎石と考えられる石が点々とあ信西肩部の石垣や附近に平瓦

片があることからみて，この近くにも本瓦茸の永久的建築があったと考えられ，南西隅の備え

として櫓のあった可能性が大である0。しかし，全体的にみると，基底部となカうる石垣は少な

く，特に附属曲輪の端にはなく，瓦片の出土も部分的であるところからみて中世的な掘立式の

櫓，門，柵も多今に用いられたことは想像にかたくない。

いずれにせよ，近世的な総土塀，総本瓦茸による建築ではなく，一部に近垣的な本瓦茸，土

塀を持っと同時に中世的な掘立櫓，柵，土塁等の構築物で固めていたのがこの城の上部構築物

の姿なのではなかろうか。

なお，戦災によって焼失した岡山城西丸石山門（本瓦茸廊下門）は，富山城の大手門を移築

したとの伝承があカ，信憑性はともかくとして参考とすべき伝承ではなかろうか。

松田氏の出城であったこの城が字喜多氏の出城となったのは，永禄11年05る8）に松田

氏の本拠，金川玉松城が字喜多氏によって亡ほきれてからであり，字喜多直家の舎弟浮田患家

が城主とをカ，以後字喜多氏の前衛基地として岡山西部を固めた○松田氏滅亡後，岡山周辺の

豪族は，字喜多環に従ったが直家はすぐに岡山に入ることができず，、先ずこの城を岡山平定の

押えとする一方エスカレート的にこの地方の豪族層を逐次没落せしめた○　こうして患家は，岡

山城（石山城）の金光氏をも亡ぼして岡山城を入手し（元亀元年1570日磨下あ部将を入城

させて岡山に字喜多氏の下地を徐々に確かをものとし，松田民放亡後5年目に岡山に入り，岡

山城を本拠地とした。とうした字喜多直家の備前統一，岡山への進出という歴史的過程の内で

富山城の迫った役割は重要なものであった○松田氏滋亡後の岡山進出は，中小豪族の存在とあ

わせて必ずしも容易をことでなら一つも二つも時間的緩衝帯を設けることが必要であり，こ

の城は中小豪族への押えの拠点として重要な位置にあった0　このことは直家がその居城であっ

た招，亀山城から10キロたらずの岡山へ入るのに5年も要したことをみても充分にうかがえ

よう○無論，備中に対する押え，備えはいうまでも凌いであろう0

富山城の縄張，遺構，遺物一瓦（岡山周辺で瓦の出土が確認されてつハる城跡はここだけであ

る－岡山城を除く）等の他の周辺城跡に対する隔絶性，近世的要素は，この様を重要性に支え
′一

られたものであると同時にそれによって近世城郭へ発展しえない枠をもはめられていたのでは

なかろうか。

註　①　田中誠一編「吉備辞書集成算▼1巻・億前古、　　参考資料
城絵図」吉備群書集成刊行会1912年　　　　　　岡山市史第2巻（昭和11辱叛）

②　太類仲，鳥羽正雄著「日本城郭史」553貫　　　　岡山県通史
雄山間，19る0年　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県の歴史

◎　同上459，る57貢
／
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第四章 遺 物

このたびの調査で発見された遺物の内おもを物の出土地点，および品目をあげると次の通力

である0

1・本丸北下石垣発掘中に石垣基底部に近い所で検出された主なもの。

丸瓦破片　3　　平瓦破片15　　　軒平瓦破片1

2．本丸礎石西端近くで表面採集されたもの。

軒丸瓦破片（稚児棟鳥余と推定）1

5．本丸北下石垣上方の石列追求中に検出されたもの。

鉄　釘　2　　　鉄小塊　5

4　二の丸表面で採集きれたもの

備前焼小破片1

この他，採石作業中に，二の丸東南の谷合　根′」、屋と推定する附近）で発見されている古銭

があるムまた，富山城跡では以前から焼麦が出土するといわれていたが，（おそらく炭化した

ものであろう）今回の調査にかいては検出きれなかった。

以上の遺物について詳述してみると，

1．丸瓦破片　（図版7）

破片であるため，長さ不明であるが，

幅は15・5センチ，厚さ2センチ表

裏とも灰黒色，焼成はあまカ固くな

く，砂の混入はほ、とんど認められな

い○内側の凹面には，こまかい布目

が認められ，その布目を擦舛肖した

平行の条痕が斜に走っている。

2．、平瓦破片　　（図版7）

破片であるため，原形の大きさ不明

である○灰黒色で厚さ2．5センチ，

布目は認められず，表裏とも成形ま

れている0

5・軒平瓦破片　（図片7　挿図5）

正面の厚さヰ・5センチ，文様構成を

みるに，外区は素文縁をめぐらし，

内区は唐草文様で葉の先端は巻かれ・

挿図5・瓦　拓　本
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挿図6

持前捗実測図

禅　符　元　宝

元　豊　通　宝

天檀通宝　　　　天聖　元　宝

淳　輿∵元　宝

貝
日
華
『
ノ

0　　　　　　　　2　沸

し二二　一一一　▲　　＿．二」

掩即日鶉朝露

←

挿図8．

1三隅

ている0破損個所を

みると字瓦全体の形

をつくカ薄を文様面

に押し当てたことが

わかる0

4・軒丸瓦破片　絢爛棟

鳥余）（図版7，挿

図5）

本丸西端礎石のはと

カに破片の一端を土

中からあらわして埋

もれていた0今次調

査における唯一の軒

丸瓦である0径約1

8センチ（復原推定）

灰黒色で，外線は広

幅で4．7センチ，内

に珠文帯をめぐらし

ている0内区の文槙

は破片であるため不

明である0外線の形

状からみて，室町中

期～安土桃山期のも

のと推定きれる。側

面の形状からみて，稚児棟の先端に置かれる

鳥余である。

5・鉄，釘，および鉄塊　図版8，挿図8）

2個の内1億枚頭部の形状が明瞭で新曲頭角

釘とも称すべきものである0長音5センチ。

他の一個は銃ぶくれがして頭部の形状は不明

であるが，角釘と推定できる0鉄塊は鏡ぶく

れがひどく原形が判らない。

占．備前焼破片　（挿図の

色は赤褐色を呈し，外側上部に凸帯があり，

その下王5センチのところに条痕がある缶内
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外とも刷毛によって成形きれ

浅鉢の肩部と推定される。

Z．古銭（図版8　挿図7）

発見された8個の古銭の内訳

は，北宋銭（祥符元宝1天

薩通宝1天聖元宝1無事

元宝1元豊通宝1）と，南

宋銭（淳照元宝1），他の2

個は判読できなかった。

出土数は至って少ねhが，こ

こに示された，北宋銭，南宋 挿図9　礎石と瓦

銭の出土例軋従来古銭出土遺跡におhては多量にみうけるところのものである0①

なお，今次調査中，採石現場の石工からの聴取りによれば，戦前大手曲鵜の西崖，採石

中に硯と十諸に古銭の東を発見したとのことである。現在所有者不明。

夜か，遣物は以上のほかに，半箱約一箱分の瓦破片の出土をみている。

註①　昭和51年刊「日本考古学講座」所収
矢島恭介「貨弊」
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第五　章　　結 語

今次，富山城跡第一次調査の目的は，前述したように，予備的調査であって，破壊に頻して

いる城跡現状について完全な実測調査を行ない，遺構状況を正確に把撞するとと・もに，一部発

掘をも行ない，今後の調査および保存について対策の資料を得ることを主としたものである○

従って，実測に重点がおかれ，それに基いた遺構の考察は第三章において詳述されているが，

城跡の実臥特に中世城郭の実測の意義についてふれておきたい0従来，中世城郭研究の多く

は，人文地理学の立場，歴史学の立場，何れを間はず，参考とされる城郭縄張力図は簡単に突

刺された見取力図か，または，縄張り古図程度であって，正確を実測図ではなかった0その理

由の一つは，中世城郭の位置は，ほとんど山上にあ少山林に囲まれるなどして実測困難凌条件

が多分にあった為である○　しかるに近時，中世城郭の内に近世城郭への発展の諸要素が多くあ

ることが指摘されるにしたがって，中世蚊郭の基礎的を調査，即ち縄張り構成についての正確

を実測は城郭史の研究に欠ぐことのでき帥ものとなってきた0①この意味において，今回

の富山城跡実測の成果が単に当城跡の調査資料として活用されるのみならず，周辺中世古城跡

遺構研究に資するところあれば幸である。

次に実測と古図とを照合して確認し得た曲輪の現状について纏めてみると，

1．完全に破壊淘放している曲飴。

北の丸（挿図10），本丸束帯

曲輪，馬出，三つの櫓台

2．半壊状態の曲輪

本丸北曲輪　二の丸東腰曲輪

5．－部破壊の曲輪

本丸東端線全部と西側の一部，

大手曲斡西側　大手西帯曲論

4．完全に残っている曲輪

二の丸　南の丸

以上のように，現在完全に遺構をと

どめている曲輪は二の丸，南の丸　　　　挿図18　北の丸残景

の二つの曲輪のみとなって，他は半壊，または，完全に壊渡している○　しかし，南北にわたる

連郭の形状は充分確認できる0

石垣，石列の状態については，実測図によっても判るように，石垣の遺構が多いのは本丸の

周囲であって，本丸の東側は削平されているが，石垣の背後に詰められたくり石が大量に露出

しており，石垣があったことを如実に示している0　このように，本丸は全曲輪の内で構築に最

も重点がおかれているが，特に西側石垣にみられる，「折れひずみ」の石垣構築様式や城門石
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垣は近世奴郭の石垣構築の初期の形式を偲ばすものがある0石列針も南の丸，二の丸に多く残

存し，縁石，，または斜面の土留めとしてみうけられる○

掘　切れおよび土塁にhて考えてみる永，南の丸にも字状に土塁跡を認め現状では高書は

減少して判らないが，基底部の巾は約5．7メートルあ・る〇二ヒ塁の復原を想定してみるに，基底

臥高書，上巾の比率は大体5：1：1の割合を妥当ときれている0②従って基底部るメ

ートルとして高さ約2メートル，上帝約2メートルとなる0勿論，これは想定であって，上土

が流れて基底部が広がっていることを考えると，もっと低い土塁を想定しまければなるまいo

また中世の土塁は，その外側にある掘力切カの士を積みあげて築いたことも予想される〇両の

丸のすぐ北側に掘力切カがあるが，掘力切りの排士の処理についてこの土塁は暗示をあたえて

いるようである○

建造物遺構として明らかに認められるものは，本丸跡に残る四個だ礎石，本丸城門と推定さ

れる石垣程度であるが，本丸北下石垣発掘の過程におhて検出した瓦から推定して本丸の建造

物は，本格的壕建造物であったことは間違い凄く，特に検出草れた稚児棟鳥余から一応入母屋

造の形式の建造物を考えることも可能である。

以上，曲報の現帆石乱掘力切カ，土盛埠造物遺構等絶ちレ㍉て今次調査の耗栗を要和した

のであるが，城跡全域にわたっての細部の調査は次期を待たなければならをhoたゞ全体とし

ていえることは．富山氏，松田氏，宇喜田氏，と中世から戦乱さらに近世初頭へと富数十年

間の経過において，沌張力の拡張，補修が重ねられ，意図にみるようを四囲完備の縄張りが完

成きれたと考えられる○従って，南の丸のように中世山城の特色をとどめる土塁，掘力切カも

あれば，また本丸の如く一部近世的遺構もうかがわれるのであろう。
tl

さて，当城跡保護の問題であるが，現状からみて早急に保存対策の必要を認める0欝1に櫓

台，腰曲鶉，帯曲輪等は壊渡してh孝が，城跡の連郭式の形式は本丸を中心に残っており，土

塁，石垣，掘り潮力等の遺構は旧状を・とどめている。第2に，城郭史の上からみて，中世から

近世初頭にかけての変遷の過程を知るうえに重要を遺構（前述の通鋸が残っている○また，

周辺の山城と比賛して，耗張力形式が複雑で他に類例が少をい。帝に大手出曲輪，大手届出の

繹張力形式は珍らしいo

今回の発掘では本丸の北下石垣の露呈によって∵部を在封等た匡過ぎ表示状態である0二の

丸よカの粒状の低臥掘わ切り，本丸北石列の遇求など今掛増された問題が多い0しかも破

壊の状況は憂慮すべき時期に立ちいたっている。この際，当局の積極的を保護対策を切望して

やせをレ軸

註①②　小室栄一「中世城郭の研究」昭和40年刊
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図版1．本丸北下石垣

図版2．本丸西下石垣



図版5．本丸城門跡

図版4．掘　り　切　り



図版5．土　　塁

図版占．富山城跡現状全景



図版ヱ　遺　物（瓦）

恥は賑a　遺物（鉄釘，宋銭〕
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